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一

価

故
郷
に
墓
を
ま
も
U
て
出
で
て
こ
ぬ

母
を
し
そ
お
も
ふ
夢
み
て
の
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

初
め
て
の
田
植
え
だ
よ
一
・

　
6
月
2
6
・
2
7
日
、
宜
野
湾
市
の
身
体
障

害
者
通
所
施
設
ひ
ま
わ
り
共
同
作
業
所

の
所
長
、
職
員
と
通
所
者
1
6
名
が
本
町

を
訪
れ
ま
し
た
。
2
6
日
の
夜
に
は
交
流

会
が
行
わ
れ
、
2
7
日
に
は
町
長
を
表
敬

訪
問
し
た
後
、
早
速
着
替
え
て
初
め
て

の
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
恐
る
鴨
る

田
ん
ぼ
に
膝
ま
で
入
り
、
地
元
の
方
の

指
導
で
一
本
一
本
丁
寧
に
苗
を
植
え
ま

し
た
。
な
か
な
か
上
手
に
植
え
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
豊
穣
の
秋
が
迎
え
ら
れ
る
と
い
い
で

す
ネ
！

‘
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合
併
の
形
態
は
、
新
設
合
併
（
対

等
合
併
）
と
編
入
合
併
（
吸
収
合
併
）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
新
設
合
併
は
、
A
町
と
B
町
を

廃
止
し
て
、
そ
の
区
域
全
体
を
も
っ

て
C
町
（
市
）
を
設
置
す
る
場
合
を

い
い
、
編
入
合
併
は
、
D
町
を
廃
し

て
、
そ
の
区
域
を
E
町
（
市
）
に
編

入
す
る
場
合
を
い
い
ま
す
。

【
最
近
の
例
】

▼
新
設
合
併
　
H
1
3
年
5
月
「
さ

い
た
ま
市
（
埼
玉
県
）
」
…
浦
和
市
・

大
宮
市
・
与
野
市
、
H
1
4
年
4
月
「
さ

ぬ
き
市
（
香
川
県
）
」
…
津
田
町
・
大

川
町
・
志
度
町
・
寒
川
町
・
長
尾
町

▼
編
入
合
併
　
H
1
3
年
H
月
「
大

船
渡
市
（
岩
手
県
）
」
…
大
船
渡
市
・

三
陸
町
・
、
H
1
3
年
4
月
「
潮
来
市

（
茨
城
県
）
」
…
潮
来
町
・
牛
堀
町

　
市
町
村
合
併
が
求
め
ら
れ
て
い

る
主
な
理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
日
常
生
活
圏
の
拡
大

　
交
通
・
情
報
通
信
手
段
の
発
達

や
経
済
活
動
の
進
展
に
と
も
な
い
、

み
な
さ
ん
の
日
常
生
活
は
市
町
村

の
区
域
を
越
え
て
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
併
せ
て
各
市
町
村
の
行
政

体
制
を
見
直
し
、
可
能
な
限
り
拡

大
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
仁
　
合
併
す
る
と

・
旧
市
町
村
の
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

す
べ
て
同
じ
条
件
で
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

・
利
用
可
能
な
施
設
や
窓
口
の
増

加
に
よ
り
、
勤
務
地
の
近
く
で
も
い

ろ
い
ろ
な
施
設
を
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・
以
前
の
境
界
を
越
え
て
、
生
活
の

実
態
に
即
し
た
小
中
学
校
区
が
設

定
で
き
ま
す
。

●
地
方
分
権
の
推
進

　
地
方
分
権
が
い
よ
い
よ
実
行
の

段
階
と
な
り
、
自
己
決
定
・
自
己

責
任
の
も
と
、
住
民
の
み
な
さ
ん
へ

の
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
、
各

地
域
で
責
任
を
も
っ
て
選
択
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
個
々
の
市
町
村
の
自
立
し

た
体
制
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。↑

合
併
す
る
と

・
市
制
施
行
や
特
例
市
、
中
核
市
へ

移
行
さ
れ
れ
ば
、
国
や
県
の
権
限

が
委
譲
さ
れ
、
地
域
に
密
着
し
た

総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

・
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
、

企
業
の
進
出
や
若
者
の
定
着
、
重

要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誘
致
が
進
み
、

地
域
の
活
性
化
も
期
待
で
き
ま
す
。

●
少
子
・
高
齢
化
社
会
の
到
来

　
今
後
、
少
子
・
高
齢
化
が
一
層
進

展
し
、
高
齢
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
展
開
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
財
政

的
な
負
担
や
高
齢
者
を
支
え
る
人

手
の
確
保
が
必
要
で
す
。

↑
合
併
す
る
と

・
直
接
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
わ
な

い
人
事
、
財
政
、
企
画
部
門
な
ど
の

管
理
部
門
の
ス
リ
ム
化
が
図
ら
れ
、

直
接
住
民
と
接
す
る
サ
ー
ビ
ス
へ

拡
充
で
き
ま
す
。

・
管
理
部
門
の
ス
リ
ム
化
に
よ
り
専

門
性
の
高
い
職
員
を
配
置
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
住
民
の
み
な

さ
ん
に
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
ま
す
。

●
厳
し
い
財
政
状
況

　
平
成
1
2
年
度
末
、
国
と
地
方
を

併
せ
て
借
金
が
約
6
4
5
兆
円
（
1

世
帯
あ
た
り
約
1
、
6
7
0
万
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
財

政
状
況
の
中
で
、
よ
り
効
率
的
な

財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

↑
合
併
す
る
と

・
市
町
村
の
4
役
や
議
会
、
総
務
・

企
画
な
ど
の
管
理
部
門
の
統
合
に

よ
り
、
管
理
経
費
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
文
化
施
設
な
ど

の
公
共
施
設
が
効
率
的
に
配
置
さ

れ
、
狭
い
地
域
で
の
類
似
施
設
の
重

複
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
次
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ

ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

●
役
場
が
遠
く
な
ら
な
い
か

　
合
併
後
に
、
役
場
が
遠
く
な
り

窓
口
手
続
き
な
ど
が
不
便
に
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
合
併
後
の
周
辺
部
は
さ
び
れ
ま

　
せ
ん
か

　
合
併
後
の
市
町
村
に
お
い
て
、

開
発
が
中
心
部
な
ど
の
特
定
の
地

域
に
集
中
し
、
周
辺
部
な
ど
の
整

備
が
手
薄
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
ら

　
な
い
か

　
市
町
村
の
規
模
の
拡
大
に
よ
っ

て
市
町
村
議
会
の
議
員
の
数
が
減

っ
た
り
、
住
民
参
加
の
機
会
が
乏

し
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
住
民
の
意

見
が
施
策
に
反
映
さ
れ
に
く
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
か

　
市
町
村
の
規
模
の
拡
大
に
よ
っ
て
、

行
政
と
住
民
と
の
間
に
距
離
が
お

か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

困
難
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

●
地
域
の
歴
史
や
文
化
な
ど
が
失

　
わ
れ
て
い
な
い
か

　
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
現
在
の

使
わ
れ
て
い
る
名
称
が
な
く
な
る
。

あ
る
い
は
、
歴
史
、
文
化
、
伝
統
と

い
っ
た
地
域
の
個
性
が
失
わ
れ
ま

せ
ん
か
。

●
負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か

　
新
た
な
税
負
担
や
、
使
用
料
、

手
数
料
な
ど
の
負
担
が
増
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
合

併
に
と
も
な
う
新
た
な
財
政
負
担

が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

　　　　　　　　り◎耀ン弓ご’り

まちの将来について考えよう
　最近、新聞やテレビなどで「市町村含併」という言葉をよく耳にします。

　今日、日常の生活圏は拡大し、必要とするサービスも多様化・高度化してきています。このよう

る広域行政の展開と合わせて、「市町村合併」も重要な課題とされています。

　現在、多くの自治体では、平成17年3月までの時限立法である「＊市町村合併特例法」を受け、

　そこで今回から、特集として市町村合併1こ関して一般的なことについて主な内容を掲載しますので、

　
平
成
1
7
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
合

併
し
た
市
町
村
に
対
し
、
国
か
ら

次
の
よ
う
な
財
政
支
援
が
あ
り
ま
す
。

●
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
が
財
政

措
置
で
支
援
さ
れ
ま
す
。

・
市
町
村
建
設
計
画
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
場
合
に
必
要
な
経
費
が

補
助
さ
れ
ま
す
。

・
市
町
村
建
設
計
画
に
基
づ
く
、

特
に
必
要
な
事
業
の
経
費
に
つ
い

て
は
、
合
併
後
1
0
か
年
度
に
限
り

地
方
債
を
財
源
と
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
元
利
償
還
金
（
返
済
す
る

額
）
の
7
0
％
が
普
通
交
付
税
に
よ

り
措
置
さ
れ
ま
す
。

●
合
併
後
の
財
源
が
保
障
さ
れ
ま

す
。　

合
併
後
1
0
か
年
度
は
、
合
併
し

な
か
っ
た
場
合
の
普
通
交
付
税
が

全
額
保
障
さ
れ
ま
す
。

　
合
併
は
、
行
政
主
導
型
で
行
わ

れ
る
場
合
と
住
民
の
み
な
さ
ん
の

動
き
「
＊
住
民
発
議
制
度
」
に
よ
り

行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ど

ち
ら
の
場
合
も
「
＊
合
併
協
議
会
」

と
い
う
組
織
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
、
関
係
す
る
す
べ
て
の
市
町

村
議
会
の
議
決
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

＊
住
民
発
議
制
度

　
有
権
者
の
一
／
5
0
以
上
の
署
名

で
、
合
併
協
議
会
の
設
置
を
直
接

請
求
す
る
も
の
で
す
。

＊
合
併
協
議
会

　
合
併
を
行
う
こ
と
自
体
の
可
否

も
含
め
て
合
併
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
事
項
を
正
式
に
話
し
合
う
組
織

で
す
。

　
宮
崎
県
で
は
、
平
成
1
2
年
に
市

町
村
合
併
に
つ
い
て
、
基
本
的
な

考
え
方
や
支
援
策
を
示
し
た
「
宮

崎
県
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
」
を

定
め
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
市
町

村
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る

際
の
素
材
と
し
て
、
東
郷
町
の
合

併
パ
タ
ー
ン
が
次
の
よ
う
に
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
パ
タ
ー
ン
A
（
日
向
市
・
門
川
町
・

東
郷
町
・
南
郷
村
・
西
郷
村
・
北
郷

村
・
諸
塚
村
・
椎
葉
村
で
の
合
併
）

面世人
積帯口

諸塚村
r宝ノ（
≧

9
7
、
1
5
3
人

3
4
、
6
9
9
世
帯

1
6
3
0
㎡

　
　
　
k

、
，
」

門川町
北郷村椎葉村

，
／
ー
ー
ー
k
、

鷲獅フ
　
　
＼
一

＼
k

●
パ
タ
ー
ン
B
（
日
向
市
・
門
川
町
・

東
郷
町
で
合
併
）

　
　
人
口
　
8
3
、
4
7
3
人

置
　
世
帯
　
2
9
、
8
7
8
世
帯

　
　
面
積
　
4
5
7
㎞

、

●
パ
タ
ー
ン
C
（
東
郷
町
・
南
郷
村
・

西
郷
村
・
北
郷
村
・
諸
塚
村
・
椎
葉

村
で
合
併
）

　
　
人
ロ
　
一
8
、
8
7
0
人

　
　
世
帯
　
6
、
5
3
3
世
帯

　
　
面
積
　
1
4
0
0
㎞

諸塚村
！（

’

北郷村
椎葉村

鐸聖＼

　　　／東郷町〆

r
一
＼
、

㌦摩、

　
東
郷
町
と
し
て
は
、
「
町
民
の
み

な
さ
ん
の
主
体
的
な
考
え
に
基
づ

い
て
進
め
て
い
く
」
と
し
て
、
今
の

と
こ
ろ
、
合
併
す
る
か
し
な
い
か

に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
の
白
紙
の

状
態
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
町
村
合

併
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
町
民
の
み

な
さ
ん
も
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
の
こ

と
は
自
分
た
ち
で
決
め
て
い
く
」

と
い
う
姿
勢
に
立
っ
て
い
た
だ
き
、

み
な
さ
ん
の
住
む
ま
ち
の
将
来
に

つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



勤二二こう④

　　　農業輩員9養員が決まりま．した
　　　　　　（選挙による委員12名、推薦による委員4名）

　7月2日（火）に告示された農業委員会委員選挙は、定数12名に対して立候補者が12名であっ

たため、無投票で当選が決まりました。また、農業委員会委員の推薦による委員4名に町長から発令

がされました。

　新しい農業委員会委員は次のとおりです。

r
劉

さ　とうきんいち

佐藤欣一さん
　（越表・49歳）

しお　つぎ　　　あづま

塩月　東さん
（鶴野内・65歳）

’

ノ

f
f

耀㍗
くろ　ぎ　てつ　お

黒木鉄夫さん
　（寺迫・61歳）

＼

「『《7
せき　の　やすひろ

関野安弘さん
（福瀬・64歳）

　
鞠
．
1
疾
．

くろぎさく　しろう

黒木作次郎さん
　（迫野内・44歳）

を；

8

たか　の　　け　　さ　　お

高野今朝男さん
　（寺迫・52歳）

「27
　もと　いわ　ね

井本岩根さん
　（田野・61歳）

略器
やまもと　たて　お

山本建男さん
　（仲深・48歳）

いわもと　　あずま

岩本東さん
　（三瀬・62歳）

蝦
いの　うえゆき　お

井上幸夫さん
（坪谷・53歳）

わか　ふじ　　　たてし

若藤　健さん
　（羽坂・68歳）

悔
．

←噛

　
　
　
　
＼

鱈
・

．．

@
■
．
r

たかやま　　　ひろし

高山　博さん
（八重原・69歳）

　　　　《
レな　だ　とみ　お

稲田富男さん
　　議会推薦
　（坪谷・51歳）

駆だ　とみ　お

田富男さん
議会推薦

坪谷・51歳）

／W＼、

うオユ　　はう　もと　みちつ

畝原基克さん
　議会推薦
（小野田・68歳）

　　　6

まえ　　ろ　オノ　こドろ　　　み

前川浩規さん
農業協同組合推薦
　（仲深・50歳）

　　逆
くろ　　ぎ　　みしす　　お

黒木康夫さん
農業共済組合推薦
（鶴野内・54歳）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑳3901まで〉

⑤〃鞭弓ご’う

町消防操法大会平成14年度

第11部（仲深）が優勝！！

　
6
月
3
0
日
（
日
）
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
下
の
広

場
を
会
場
に
、
早
朝
か
ら
降
り
続
く
あ
い
に
く
の

雨
の
中
、
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
や
応

援
の
方
々
の
前
で
、
各
部
の
操
作
員
は
日
頃
の
練

習
成
果
を
披
露
し
、
町
民
の
命
と
財
産
を
守
る
と

い
う
消
防
精
神
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
1
日

で
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
天
候
で
、
思
わ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト

に
見
舞
わ
れ
る
部
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で

第
1
1
部
（
目
深
）
が
操
作
員
の
正
確
な
規
律
と
的

確
な
操
作
を
見
せ
て
優
勝
し
ま
し
た
。
2
位
と
3

位
の
部
に
も
大
差
は
な
く
、
本
町
消
防
団
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
見
て
い
た
人
々
に
感
じ
さ
せ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
8
月
3
日
（
土
）
に
は
日
向
市
で
日
向

支
部
消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
本
町
か

ら
優
勝
し
た
第
1
1
部
と
第
2
日
目
出
場
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

優
勝
第
1
1
部
（
仲
買
）

部
長
水
野
清
一
郎

指
揮
者
　
山
口
　
智

1
番
員
田
原
秀
郷

2
番
員
田
口
克
彦

3
番
員
酒
井
省
二

第
2
位
　
第
2
部
（
福
瀬
）

部
　
長
　
長
池
公
一

指
揮
者
川
村
全
弘

1
番
員
仁
田
　
　
要

2
番
員
藤
本
喜
宏

3
番
員
直
野
孝
昭

第
3
位
第
6
部

　
　
　
　
　
（
越
表
・
下
渡
川
）

部
長
黒
木
一
男

指
揮
者
　
山
床
面
富

－
番
員
河
野
定
治

2
番
員
石
田
祐
之

3
番
員
河
野
元
美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　優勝した第11部の小型ポンプ班
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　　　　自衛隊員募集の案内　　見かさりさ公月働ミ本日索明害

自
衛
隊
災
害
対
処
訓
練

　
こ
の
程
、
自
衛
隊
に
よ
る
災

害
対
処
訓
練
と
し
て
、
行
方
不

明
者
捜
索
の
机
上
及
び
現
場
捜

索
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
6
月
1
7

日
の
机
上
訓
練
で
は
、
消
防
団

本
部
員
も
参
加
し
て
本
番
さ
な

が
ら
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同

月
2
5
日
未
明
か
ら
上
大
谷
森
林

公
園
で
現
地
捜
索
訓
練
が
実
施

さ
れ
、
自
衛
隊
に
よ
る
大
掛
か

り
な
行
方
不
明
者
捜
索
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
町
消
防
団
各
部

か
ら
も
参
加
し
、
捜
索
活
動
を

見
守
り
ま
し
た
。

募集種目　　応募資格 受付期間 試験・最終合格

一　　次 9月16日

一般曹候補学生

@　（男女）

18歳以上

Q4歳未満

8月5日　～

X月6日
二　　次 10月2日～8日

最終合格 11月6日

一　　次 9月16日

曹　候　補　士

@　（男女）

18歳以上

Q7歳未満

8月5日　～

X月6日
二　　次 10月2日～8日

最終合格， 11月12日

随時 別　　　　示

陸士ヨ古
試　　験　　　　9月18日階

霧
18歳以上

Q7歳未満
最終合格 11月15日2等海士

@　空士

8月5日　～

X月6日 試　　験 9月25日

最終合格 11月12日

一　　次 9月21日

18歳以上
8月5日目～

二　　次 10月12日～17日航　空　学　生

@　（男女） 121歳未満 9月6日注　　次 11月10日～12月6日

1 最終合格 15年1月24日！

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



　　　　　　　鰍8こハり⑥
串．．

r
げ

私
た
盲
七

負
け
右
よ
5
ん
よ

6

魯

　
坪
谷
郵
便
局
主
催
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
が
5
月
下
旬
か
ら
さ
く
ら

館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
6

名
の
受
講
生
が
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
基
礎
を
学
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
下
渡
川
の
甲
斐
安

子
さ
ん
（
6
6
歳
）
と
坪
谷
の
矢

野
安
恵
さ
ん
（
6
8
歳
）
の
二
人
は
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
マ
ウ
ス
を

動
か
し
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
た
た

い
て
、
真
剣
な
表
情
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

「
わ
け
も
ん
に
は
負
け
ち
ょ
ら

れ
ん
よ
」

麹．．

菰
ぎ
に
行
一
』
コ
！

　
　
7
月
5
日
、
牧
水
公
園
で
は

　
坪
谷
川
の
河
川
プ
ー
ル
開
き
が

　
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
風
の
接
近

　
で
雨
風
と
も
強
く
、
ふ
る
さ
と

　
の
家
の
中
で
の
神
事
と
な
り
ま

　
し
た
が
、
こ
の
夏
の
無
事
故
を
祈

　
念
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
プ
ー

　
ル
に
鯉
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
　
　
「
ト
キ
オ
の
山
口
く
ん
」
も

　
泳
い
だ
坪
谷
川
河
川
プ
ー
ル
に

　
行
っ
て
み
よ
う
！

ド鹸
転

参難

笹
粟
喜
♪
　
盲
躍
轟

潮
繋
耀

縣
累

ミ姦．
姦

　
7
月
7
日
は
「
た
な
ば
た
」
の
日

で
し
た
。
町
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園

で
も
園
児
た
ち
が
思
い
思
い
の
願

い
事
を
書
い
た
短
冊
や
飾
り
を
竹

に
結
ん
で
、
と
て
も
か
わ
い
い
た
な

ば
た
飾
り
が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。

「
願
い
が
か
な
い
ま
す
よ
う
に
☆
」

　
太
平
洋
戦
争
時
の
学
童
疎
開

が
縁
で
、
昭
和
6
0
年
4
月
に
本

町
と
姉
妹
都
市
提
携
を
し
た
沖

縄
県
宜
野
湾
市
が
、
今
年
で
市

制
4
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
7

月
1
日
に
行
わ
れ
た
記
念
式
典
に
、

本
町
か
ら
町
長
を
は
じ
め
町
民

謡
会
の
戸
高
会
長
ほ
か
会
員
が

出
席
し
、
民
謡
を
披
露
す
る
な

ど
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

w掃晒w一戸躍酬一一の晒榔一k轍解躍歯

短
歌
尾
二
二
歌
会

子
育
て
を
助
け
く
れ
た
る
梅
の
木
は

古
木
と
な
り
て
た
わ
わ
に
実
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

沖
縄
の
返
還
さ
れ
て
三
十
年

基
地
に
働
き
て
人
ら
の
暮
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

遠
景
の
山
並
み
あ
は
く
風
凪
ぎ
て

細
島
の
沖
は
夕
映
え
な
が
し

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

夜
な
べ
し
て
炭
俵
編
み
み
し
母
の
手
に

指
輪
を
欠
か
す
な
か
り
し
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

名
を
知
ら
ぬ
人
多
き
姫
女
苑

壷
に
活
け
れ
ば
部
屋
の
華
や
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秘
め
て
静
ま
る
西
郷
湖

噴
水
は
高
く
虹
を
残
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

ふ
り
そ
そ
ぐ
初
夏
の
日
差
し
に
汗
ば
み
て

リ
ハ
ビ
リ
の
道
に
夫
の
手
を
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

長
雨
に
ダ
ム
放
水
の
サ
イ
レ
ン
鳴
る

魔
物
の
襲
ふ
予
告
に
聞
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

騒
が
し
き
ス
ポ
ー
ツ
放
送
を
厭
ひ
し
が

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
胸
の
と
き
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

掛
り
子
は
黄
泉
の
旅
の
十
四
年

忘
れ
る
な
き
て
吾
は
気
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
二
男

大
枝
を
伐
り
落
と
し
た
る
目
の
前
に

從
耳
え
る
冠
岳
の
頂
き
の
せ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

耳
川
に
鮎
多
き
頃
の
夢
な
ら
む

「
鮎
文
」
の
屋
号
を
父
の
恋
ひ
に
き

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

病
院
に
勤
め
決
ま
り
し
孫
の
声

弾
む
夜
更
け
の
電
話
は
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

畝
高
き
棚
田
は
水
の
溢
れ
る
て

人
住
ま
ぬ
島
も
田
植
え
近
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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⑩
．農業ヌ薯＝認定護乳量

　
今
回
で
5
0
回
目
の
掲
載
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
今
月
と
来
月
号
で
は
、
特
別
に
取

材
し
た
今
で
も
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る

高
齢
者
の
方
を
紹
介
し
ま
す
。
今
月
は
、

仲
深
の
水
野
カ
ネ
子
さ
ん
で
す
。

　
　
「
夫
が
2
0
年
前

に
亡
く
な
っ
て
か

ら
女
ひ
と
り
で
子

ど
も
6
人
を
育
て
、

我
が
家
を
守
っ
て

き
た
」
と
話
す
水

野
さ
ん
の
言
葉
ひ
と
つ
ひ
と
つ

に
そ
の
苦
労
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
　
（
子
ど
も
達
は
既

に
独
立
し
て
、
今
で
は
ひ
と
り

で
家
と
祖
先
の
墓
を
守
ら
れ
て

い
ま
す
。
）

ら

　
現
在
は
、
水
稲
1
3
0
ア
ー

ル
に
畑
2
0
ア
ー
ル
を
大
型
機
械

（
ト
ラ
ク
タ
ー
・
乗
用
田
植
機
・

コ
ン
バ
イ
ン
）
に
ま
た
が
り
、

若
者
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
農

作
業
を
こ
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
型
機
械
は
旦
那
さ
ん
が
亡
く

な
ら
れ
た
後
に
導
入
さ
れ
、
　
「
こ

の
機
械
が
あ
っ
た
か
ら
こ
れ
ま

で
の
経
営
が
で
き
た
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
に
、
負

け
て
た
ま
る
か
1
と
い
う
強
い

精
神
力
を
感
じ
、
子
ど
も
6
人

を
一
人
前
に
育
て
る
た
め
に
ひ

と
り
二
親
分
の
務
め
を
果
た
し

た
話
に
、
胸
の
熱
く
な
る
の
を

覚
え
ま
し
た
。

　
水
野
さ
ん
は
、
農
業
以
外
の

勤
め
を
1
3
年
間
、
農
業
に
つ
い

て
は
4
0
年
間
や
っ
て
こ
ら
れ
、

「
農
業
が
好
き
で
働
く
こ
と
と

い
つ
も
体
を
動
か
し
て
い
る
こ

と
が
楽
で
す
」
と
話
さ
れ
る
顔

に
、
本
当
に
水
野
さ
ん
が
土
地

と
一
体
と
な
っ
て
育
っ
た
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
農
業
を
楽
し
み
な
が
ら
、

や
っ
て
い
る
中
で
野
菜
が
芽
を

出
し
、
生
育
過
程
を
眺
め
、
ま

た
収
穫
し
販
売
す
る
。
水
稲
が

黄
金
色
に
な
り
、
コ
ン
バ
イ
ン

で
収
穫
す
る
と
き
の
喜
び
は
農

業
を
や
っ
て
い
る
も
の
だ
け
が

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
話

さ
れ
る
口
調
に
は
弾
み
が
あ
り
、

体
全
体
で
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

で
し
た
。
　
「
仕
事
は
、
他
の
人

が
！
時
間
で
済
ま
せ
る
と
こ
ろ

を
2
～
3
時
間
か
け
、
仕
事
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
」
　
「
他
の
人

は
、
も
っ
と
楽
に
し
た
ら
と
か

そ
ん
な
に
働
か
な
く
て
も
、
と

言
っ
て
く
れ
る
が
、
体
が
動
く

問
は
楽
し
く
農
業
を
続
け
た
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
「
今
の
若
い
人
達
は
、
農
業

の
楽
し
さ
を
知
ら
な
い
。
も
っ

と
農
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る

べ
き
」
と
言
わ
れ
、
　
「
若
者
よ

高
齢
者
に
負
け
る
な
！
わ
が
郷

土
を
支
え
る
力
と
な
れ
！
」
と

大
声
を
出
し
た
く
な
る
よ
う
な

感
動
を
受
け
ま
し
た
。
高
齢
者

の
働
く
意
欲
に
敬
服
し
つ
つ
水

野
家
を
後
に
し
ま
し
た
。

審
産
だ
毒

　
7
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
6

頭
出
品
し
て
い
ま
す
。
成
績
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

雌
子
牛
の
部

　
仲
深
　
水
野
和
徳

　
ぼ
く
す
い
1
2
号
　
優
等
賞
参
席

　
仲
深
　
水
野
和
徳

　
ぼ
く
す
い
1
1
号
　
壱
等
賞

　
福
瀬
　
野
別
善
昭

　
な
な
こ
号
　
壱
等
賞

去
勢
の
部

　
坪
谷
　
岡
村
賢
一

　
秀
隆
3
号
　
弐
等
賞

　
迫
野
内
　
黒
木
ク
ニ
カ

　
黒
木
6
4
号
　
弐
等
賞

団
体
成
績
　
4
位

旧
ル
浬
痂
郡
占
巾
ロ
ロ
ロ
評
△
五

三
子
牛
の
部

　
庭
田
　
黒
木
国
寛

　
く
み
3
号
　
優
等
賞

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



　　　　　　　　⑨鰍ど弓ご’り

－．

難

　
　
　
り
ゅ
う
の
す
け

矢
野
龍
之
介
く
ん
（
男
）

　
　
　
　
　
7
月
1
3
日
生
ま
れ

　
　
　
　
（
鶴
野
内
　
大
工
野
）

父
　
弘
芳
さ
ん

母
　
光
代
さ
ん

「
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
」

　
　
　
　
な
つ
　
み

高
舘
夏
美
ち
ゃ
ん
（
女
）

　
　
　
　
　
7
月
2
1
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　
（
小
野
田
　
住
宅
）

父
　
義
幸
さ
ん

母
　
初
代
さ
ん

「
心
の
や
さ
し
い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
」

　
　
　
　
せ
つ
　
な

猪
股
摂
州
く
ん
（
男
）

　
　
　
　
　
7
月
2
日
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
（
福
瀬
　
上
三
）

父
　
良
さ
ん

母
　
民
乃
さ
ん

「
病
気
を
せ
ず
、
元
気
に
育
っ
て

ね
」

｝
ん

目
っ
て
ね
」

1準藤

茎壁塗　　　冒7し

　　　　乙

田既
査隻薯

1
歳
に

ぢ
n
り
ま
し
白
に

禦瓢撫彪手当
★児童扶養手当制度が変わります

　母子家庭などに支給されている児童扶養手当制度
が今年8月に変わります。

　現在の制度では、母と子ども1人の場合、所得に応
　じて月額42，370円、または月額28，350円の手当が

支給されています。改正後は、年間所得が57万円未

満の方に対しては月額42，370円が、57万円以上23

0万円未満の方に対しては、42，360円から10，000

　円の間の額が所得に応じて支給されることになります。

　また、母の所得に父からの養育費を含めるなどの
見直しも行われます。

★現況届の提出期間が変わります。

　現況届は、受給者の前年の所得の状況と8月1日現

在の児童の養育の状況を確認するための届です。こ

の届を提出しないと、8月分以降の手当の支給を受け

ることができなくなります。

　現況届の提出期間は従来、8月11日から9月10日

でしたが、今年から8月1日から8月31日となります（今

年は8月31日が土曜日なので、30日までの受付とな

ります）。期間中に現況届を提出してください。

　現在、所得超過のため手当が支給されていない受

給資格者の方も提出が必要です。

　なお、現況届が提出されず2年を経過しますと時
効となり受給資格を失いますので、ご注意ください。

1歳になったら麻疹の

予防接種を受けましょう！！

　麻しん（はしか）は伝染力が強く、予防接種を受

けないと一生のうちに一度は必ずかかる重い病気で

す。合併症として、肺炎・脳炎も起こり、わが国で

は、現在でも年間約10～数10名の子どもが命を落と

しています。麻しんは、1歳から2歳の問にかかる

子どもが多くなっています。

　1歳になったらなるべく早く麻疹（はしか）の予

防接種を受けましょう。

第9回母子・寡婦・父子世帯

　　生活実態調査の実施について

　県では現在、母子・寡婦・父子世帯の皆さんを対

象とした調査を実施しています。

　この調査は、県内の母子・寡婦・父子世帯の皆さ

んがどんなことで困っていらっしゃるか、またどの

ようなことを希望されているか等を知り、今後の皆

さんの福祉の向上に役立てることを目的としており

ます。

　調査結果を他の目的に使用することは決してあり

ませんので、調査票がお宅に送付された際は、ぜひ

ご協力くださるようお願いします。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

鰯儲彪より やすらぎ館容69－3367 ⑧
●
《
ー

ハ、
㌔

亀
う

ど門下

へ晦轡r引回
　7月6日（土）、やすらぎ館調理室で開催された「おやこ料理教室」

善推進協議会主催）で好評でした健康料理を紹介します。

ライスハUポ勺一ジュ（4人目）

【材料】

かぼちゃ…・…・・200g

にんじん…・…・・50g

たまねぎ・……一100g

マーガリン・…・・109

出し汁…　一　・・600cc

コンソメ・……・・2個

ごはん・・………40g

牛乳……・・……120cc

塩コショウー…少々

パセリ……・…一少々

【作り方】

．汰 Q事　i轟軋

譜　　　　　華
夢　　　　馨ミ
§蔓こ・　夢　　　、

蓼罎　欝．

　　う　モほ　エら　　　

乙’：一鐸織

／　　　齢．
～　　　甕蓼
．｛　　　　　一　暴

響一・／

⊃かばちゃは種と皮を除き、小さく切る。たまねぎ、

　にんじんは薄切りrこする。

②鍋にマーガリンを溶かし、たまねぎ、にんじんを

　よく妙めて、かぼちゃ、コンソメ、出し汁を加え
　て煮込あ。

◎2とごはんをミキサーにかけて鍋に戻し、牛乳を

　加えて塩コシ∋ウで味を整え、一煮立ちしたら火

　を止める。

④盛り付けて、みじん切りのパセリをちらす。

エネルギー
　107kcal、蛋白質2．69、脂質：3．49、カルシウム51mg、

　鉄0．5mg、塩分1．2g

8月の行事予定表

●
1
0

（食生活改

廿ラタずし（4人会）

へ峰ア

l
O
l
l
l
l
1
1
0
1
0
1
1
1
1
1

＼）

灘
饗
、
．

　
　
．
、
．
／

、
嚢
慰

ロ
モ
ホ
　
　
　
ミ
　
ヅ

メ
㌣

　
．
ξ
，
馬

【作り方】

【材料】

米……………2合

　酢…………・・大さじ3（　事忌糖一………・大さじ1と▽2

　塩i…………・・小さじ▽2

卵……………1個

サラダ油……少々

きゅうり……60g

ノ＼ム・・・・・…　一一40g

プロセスチーズ…40g

ちりめん……30g

青じそ………3枚

ごま…………小さじ1

①米は洗って出し昆布をいれ、同量の水で炊く。

②卵は少し厚めの薄焼き卵にし、角切りにする。ハ

　ムとチー：ズも角切り、きゅうりはいちょう切りに

　する。

③ちりめんは湯通しし、青じそはせん切りにする。

④炊き上がったご飯に合わぜ酢を混ぜてすし飯を作る。

　すべての材料を混ぜ合わせる。

エネルギー
407k（調、蛋白質15．5g、脂質11．7g、カルシウム213㎎、

　鉄22mg、塩分1．5g

地区巡回健康相談
期　日　　　場　　　　所　　　受付時間 期　日 会　　　　　場 受付時間

リハビリ教室 大　　谷　　集　　会　　所 9：30～10：00

22日（木）シルバーセンター10：30～10：40

2日（金）

小野田多目的集会施設 13：30～14：00

育児サークル（ちびちびCLUB）
5日（月） や　　す　　ら　　ぎ　　館 9：30～10：00

6日（火） 9日（金） 山ノロ集落センター 10：00～10：30

や　す　ら　ぎ　館 10：00～12：00 落　　鹿　　公　　民　　館 13：30～14：00
20日（火）

中　　尾　　公　　民 10：00～10：30館i

乳児・3歳児健診 19日（月）
庭　　田　　公　　民　　館i13：30～14：00

21日（水） やすらぎ館
乳児12：30～13：00

長　　崎　　集　　会　　所1 9：30～10：00

3歳児14：00～14：30
23日（金） 日　田　尾　集　会　所 11：00～11：30

広瀬生活改善センター 14：00～14：30

福　瀬　下　村　公　民　館 10：00～10：30

念簿纒’
26日（月）

鳥　　川　　公　　民　　館．13：30～14：00

30日（金）‘
中野原営農センター　　9：30～10：00

1中　野　原　一　公　民　館…13：30～14：00

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係（⑲3901まで〉
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さ
く
あ
鵯

　　

@　

@
難
ま
り

8
月
、
の
璽
な
編
事
…

　
先
月
か
ら
、
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
を

は
じ
め
、
け
ろ
っ
ぴ
、
キ
キ
ラ
ラ
、

ば
つ
丸
と
い
っ
た
サ
ン
リ
オ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
活
躍
す
る
D
V
D
作

品
を
上
映
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。
時
間

は
6
0
分
間
程
度
で
す
。

●
1
0
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の

　
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
H
」

　
「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」

●
2
4
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
の

　
「
サ
ー
カ
ス
が
や
っ
て
き
た
」

　
「
と
ま
っ
た
大
時
計
」

図
書
室
か
ら
の
お
願
い

　
図
書
利
用
者
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
で
、
住
所
や
電
話
番
号
が
変

更
に
な
っ
た
方
は
、
早
め
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
6
月
1
8
日
ロ
ッ
キ
ー
田
口
（
田

口
幸
弘
）
さ
ん
を
招
い
て
、
読
み

聞
か
せ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

田
口
さ
ん
の
朗
読
の
実
践
を
交
え

た
講
演
に
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は

時
間
を
忘
れ
て
聞
き
入
り
ま
し
た
。

一
般
図
書

賞
ρ　　へ

・
声
　
　
　
　
　
　
柳
　
美
里

　
「
子
ど
も
と
東
由
多
加
と
三
人

で
二
年
間
生
き
た
い
で
す
」
祈
り

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
現

実
の
な
か
で
あ
な
た
と
逢
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
さ
よ
な
ら
は

い
い
ま
せ
ん
。
「
命
」
「
魂
」
「
生
」
そ

し
て
葬
送
の
第
四
幕
。

・
浮
か
れ
坊
主
法
界

東
郷
　
隆

　
浅
草
聖
天
町
の
願
人
坊
主
・

法
界
坊
が
始
め
た
、
よ
ろ
ず
相

談
カ
ネ
稼
ぎ
。
子
分
の
「
す
っ

と
こ
の
徳
」
を
引
き
連
れ
、
た

の
む
は
千
枝
と
読
経
と
愛
嬌
の
み
。

町
娘
の
色
恋
沙
汰
か
ら
果
て
は

化
け
物
騒
ぎ
ま
で
、
八
百
八
町

を
東
へ
西
へ
駆
け
め
ぐ
る
。
連

作
時
代
小
説
。

慧　　o

勲
そ
の
他

・
猫
道
楽
　
長
野
ま
ゆ
み

・
燃
え
・
つ
き
る
ま
で
　
寒
川
恵

・
金
田
↓
耕
助
に
捧
ぐ
九
つ
の

　
狂
想
曲
　
　
　
　
　
赤
川
次
郎

・
髭
麻
呂
　
　
　
　
　
諸
田
玲
子

・
風
水
美
人
　
　
　
　
張
　
真
紀

・
血
液
サ
ラ
サ
ラ
納
豆
の
底
力

　
　
　
　
　
　
　
　
浜
内
千
波

・
別
れ
て
も
、
バ
カ
な
人

　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
み
か

・
さ
く
ら
上
・
下
　
田
淵
高
志

・
盆
栽
入
門
　
群
　
境
介

・
デ
タ
ラ
メ
食
品
表
示
　
こ
の
ラ
ベ

ル
が
危
な
い
！
　
　
垣
田
達
哉

・
女
房
は
ド
ー
ベ
ル
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
克
也

・
散
歩
を
も
っ
と
楽
し
く
す
る
本

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
昭

・
オ
リ
ガ
ミ
雑
貨
し
口
。
臭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
一
夫

・
結
婚
し
て
か
ら
　
　
石
川
結
貴

・
十
津
川
警
部
ロ
マ
ン
の
死

　
銀
山
温
泉
　
　
　
西
村
京
太
郎

・
二
宮
金
次
郎
の
一
生

　
　
　
　
　
　
　
　
三
戸
岡
道
夫

・
黒
喜
劇
　
　
　
　
阿
刀
田
　
高

・
誇
り
高
き
男
た
ち

　
　
　
　
　
ギ
ャ
ビ
ン
・
ラ
イ
ア
ル

・
わ
が
子
に
読
ん
で
聞
か
せ
た

　
い
偉
人
伝
　
　
　
　
濤
川
栄
太

・
き
れ
い
に
な
れ
る
！

　
自
然
派
化
粧
品

・
日
本
一
短
い
手
紙
「
い
の
ち
」

（一

M
啓
上
）
　
福
井
県
丸
岡
町

児
童
図
書

・
ウ
タ
ブ
タ
コ
プ
タ
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
角
野
栄
子

　
都
会
の
壁
の
シ
ミ
か
ら
生
ま
れ

た
と
か
い
じ
ゅ
う
シ
ー
シ
ー
は
、

元
気
な
働
き
者
。
今
回
は
、
張
り

込
み
の
仕
事
専
門
に
警
察
で
働
く

こ
と
に
。
ま
わ
り
の
み
ん
な
を
元

気
に
し
て
し
ま
う
シ
ー
シ
ー
の
続
編
。

（
小
初
）

・
お
に
い
ち
ゃ
ん
は
世
界
一

　
　
　
　
ウ
ル
フ
・
ス
タ
ル
ク

　
ぼ
く
は
、
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
大

好
き
！
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
欲

し
い
い
ん
だ
け
ど
、
な
か
な
か
一
緒

に
遊
ん
で
も
ら
え
な
い
。
あ
る
日
、

や
っ
と
お
に
い
ち
ゃ
ん
と
遊
べ
る
日

が
や
っ
て
き
た
ん
だ
け
ど
：
・
！
？

　
エ
ク
ス
プ
レ
ッ
セ
ン
・

ヘ
ッ
フ
ァ
ク
ル
ン
ペ
ン
受
賞
作
。

（
幼
・
小
初
）

・
か
み
が
く
し

高
田
桂
子

　
し
だ
れ
ざ
く
ら
の
木
の
下
で

ま
ま
ご
と
あ
そ
び
を
し
て
い
た

千
代
が
、
突
然
姿
を
消
し
た
の
は
、

七
つ
の
時
だ
っ
た
か
…
。
く
す

の
き
が
語
る
、
美
し
い
桜
は
本

当
は
こ
わ
い
と
い
う
お
話
。
（
手
初
）

第
4
8
回
読
書
感
想
文
「
課
題
図
書
」

【
高
等
学
校
の
部
】

・
救
急
医
、
世
界
の
災
害
現
場
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
保
博

・
ビ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
の
大
地

　
　
　
　
　
　
カ
レ
ン
・
ヘ
ス

【
中
学
校
の
部
】

・
ク
マ
追
い
犬
タ
ロ
　
米
田
一
彦

　
・
カ
ナ
リ
ー
ズ
・
ソ
ン
グ

　
　
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ

・
フ
ク
ロ
ウ
は
だ
れ
の
名
を
呼
ぶ

　
　
　
ジ
ー
ン
・
ク
レ
イ
グ
ヘ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

・
よ
み
が
え
れ
白
い
ラ
イ
オ
ン

　
　
　
マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー
ゴ

・
カ
ブ
ト
エ
ビ
の
寒
い
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
谷
本
雄
治

【
小
学
校
中
学
年
の
部
】

・
ね
こ
た
ち
の
町
　
わ
し
お
と
し
こ

・
虹
の
谷
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
池
川
恵
子

・
ぼ
く
の
ク
ジ
ラ

　
　
　
　
　
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ス
コ
ウ
ル
ズ

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

・
ヤ
ギ
に
な
つ
ち
ゃ
う
そ
最
上
一
平

・
む
し
た
ち
の
う
ん
ど
う
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
久
住
卓
也

え
ほ
ん

・
お
と
う
さ
ん
が
お
と
う
さ
ん

に
な
っ
た
日
　
　
長
野
ヒ
デ
子

そ
の
他

・
つ
み
き
つ
ん
で
も
っ
と
つ
ん
で

・
な
き
む
し
ぼ
う
や

・
ウ
ッ
キ
ー
の
ど
う
し
て
な
の
？

・
は
な
ね
こ
さ
ん

※
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

　　　　　　　　　⑪蠣二二ご’り

書

一
一

1
　
　
　
　
　
●

　
夏
期
に
お
け
る
水
難
・
山
岳
遭

　
難
の
防
止

．
一
水
難
事
故
を
防
ご
う
！

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
海
や
川
、
プ

ー
ル
と
水
に
親
し
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

例
年
こ
の
時
期
は
、
水
難
事
故
の
多
い
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
ま
す
。

　
県
内
で
は
昨
年
4
3
件
の
水
難
事
故
が
発
生
し
、

24

ｼ
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

主な態様釣
り
、
水
遊
び
や
水
泳
で
の
事
故
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。

◇
釣
り
の
心
得

・
常
に
新
し
い
気
象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
天
候
の
悪
い
と
き
は
特
に
注
意
し
て
、
注
意
報
・
警
報

　
が
出
た
時
に
は
「
帰
る
勇
気
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
釣
り
に
詳
し
い
人
の
話
を
よ
く
聞
き
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
に
は
行
き
先
、
帰
宅
時
間
な
ど
連
絡
し
て

　
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
救
命
胴
衣
を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
水
泳
時
の
心
得

・
遊
泳
禁
止
の
場
所
で
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
疲
れ
て
い
る
時
な
ど
体
調
不
良
の
と
き
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

・
準
備
運
動
を
必
ず
し
ま
し
よ
う
。

・
監
視
員
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

※
小
学
生
以
下
の
事
故
が
昨
年
6
件
発
生
し
て

　
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
は
、
子
ど
も
か
ら
目
を

　
離
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ニ
ノ
山
岳
遭
難
を
防
ご
う
！

　
い
よ
い
よ
夏
山
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
で
は
、
昨
年
1
5
件
の
山
岳
事
故
（
死
者
4
名
、

負
傷
者
5
名
、
救
助
9
名
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

登
山
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
楽
し
い

登
山
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◇
登
山
上
の
留
意
事
項

・
余
裕
の
あ
る
日
程
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

・
登
山
計
画
書
は
必
ず
地
元
の
警
察
署
等
に
提
出

　
し
ま
し
よ
う
。

・
天
気
の
変
化
に
注
意
し
て
、
悪
く
な
っ
た
ら
「
引

　
き
返
す
勇
気
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
日
帰
り
の
登
山
で
も
、
非
常
食
等
を
持
っ
て
い
き

　
ま
し
ょ
う
。

・
沢
で
の
キ
ャ
ン
プ
は
鉄
砲
水
、
山
崩
れ
等
に
注

　
黒
し
ま
し
ょ
う
。

・
軽
装
で
の
行
動
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
救
急
用
品
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

・
ラ
イ
タ
ー
な
ど
点
火
器
旦
ハ
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

・
通
信
手
段
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

◇
道
に
迷
っ
た
場
合

・
元
の
場
所
ま
で
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
場
で
夜
明
け
が
来
る
の
を

　
待
ち
ま
し
ょ
う
。

・
救
助
が
来
た
ら
、
目
立
つ
も
の
で
合
図
し
ま
し
ょ
う
。

◇
事
故
が
発
生
し
た
場
合

・
落
ち
着
い
た
行
動
を
し
ま
し
よ
う
。

・
負
傷
の
程
度
を
確
認
し
て
、
適
切
な
応
急
処
置

　
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

・
負
傷
者
の
こ
と
を
考
え
て
無
理
に
下
山
せ
ず
、

　
警
察
な
ど
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

来一来一更一来一来一楽一来一米一丁一口一来一米一来一律一来一三一米一来一二一来一来一

青
少
年
非
行
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　
時
代
を
担
う
す
べ
て
の

青
少
年
が
、
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

は
、
県
民
す
べ
て
の
願
い
で

す
。　

し
か
し
な
が
ら
、
県
内

の
青
少
年
非
行
は
、
万
引

き
を
は
じ
め
と
す
る
初
発

型
非
行
を
中
心
に
、
依
然

と
し
て
高
い
水
準
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
青
少

年
に
よ
る
シ
ン
ナ
ー
、
覚

せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
の
乱
用
、

非
行
の
凶
悪
化
、
い
じ
め
、

性
の
逸
脱
行
為
、
深
夜
俳

徊
や
携
帯
電
話
な
ど
の
「
出

会
い
系
サ
イ
ト
」
を
利
用

し
た
非
行
の
増
加
、
青
少

年
を
取
り
巻
く
環
境
の
悪

化
な
ど
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
7
月
と
8

月
を
「
青
少
年
非
行
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
の

期
間
と
定
め
、
関
係
機
関
・

団
体
と
県
民
が
一
体
と
な

っ
て
共
通
の
理
解
と
認
識

の
も
と
に
、
青
少
年
の
非

行
防
止
と
保
護
・
更
生
の

援
助
を
は
じ
め
と
し
た
諸

施
策
及
び
活
動
が
集
中

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

日向所管内の不良行為少年の補導状況（平成14年）

　行為種別

w識別

総
数

喫
煙

飲
酒

薬
物
乱
用

不
良
交
友

暴
走
行
為

無
断
外
泊

深
夜
俳
徊

怠
学

家
出

粗
暴
行
為

性不ー
為
全

そ
の
他

総　　　　　数 384 163 55 0 5 8 0 i148iO 5 0 0 0

未　　就　　学 0 0 0 0 0 1　0 0，釧　0 0 0 0 0

小　学　生 1 0 0 0
oi　Oし

OI 0 0 1 0 0 0

中　学　生 24 8 6 OI　O 1　0 0 9 0 1 0 0 0学
生
・
生
徒

高　校　生 125 42 25 0’ @1 5 0 52 0 0 0 0 0

各種学校生 34 19 2 OI 1 0 0 11 0 1 0 0 0

小　　　計 184 69 33 i　O 2 51　0 72 0， 3 0 0 0

有　職　少　年
83 38」 16　　0 1 21　01 25 OI　1 0 0 0

無　職　少　年
117 56…6…0　2 1　　　0 51 0　　　1 0 0 0

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



　　　　　　　　蠣猫舌ご’りΦ

　口才市、門川町をはじめ幾つかの地域において合併研究の動きが出
てきております。

　このことについて広く町民の私達が議論・研究する必要があります。

まずは、その機運づくりの一環として商工講演会を計画致しました。

みんなで参加し、いっしょに学んでまいりましょう。

＼公書壺：会 5＝工葡

　　　「いま、なぜ市町村合併か」

　　　　　　サブテーマ「市町村合併と事業経営を考える」

　　　講師：小林弘和専修大学法学部教授

　　　　小林弘和先生をお招きし、合併における今後の地域に与える影響等を伺い、今後の

　　　対応を図るべく講演会を開催します。
ミ　

襲　　　　1．日　　　時　8月20日（火）　14時～15時30分

　　　　2，場　　　所　道の駅とうこう「さくら館」

　　　　3．受　講　料　無　料

　　　　4．参加対象者　町民の方々のほか、広く参加を募ります。

　町観光協会では、次により観光写真コンテストを実施

します。ふるって、ご応募ください。

【テーマ】

　東郷町の四季（自然・歴史・民俗・文化・イベントなど）

【応募方法】

作　品：一人何点でも応募できますが、入賞は一人一
　　　　賞とします。（未発表のものに限ります。）

規格：四つ切（ワイド四つ切可）の単写真のみに限りま
　　　　す。※パネル、額入りは受け付けません。

応募票：応募作品には住所・氏名・年齢・性別・電話番号・

　　　　題名・撮影場所を記入した応募票を必ず添付
　　　　してください。

★入賞者には、原版またはネガフィルムの提出を求めます。

【応募締切】10月10日（木）※当日消印有効

【審　査】　東郷町観光協会
【発　表】　10月下旬

【表　彰】　11月3日（日）町産業文化祭

○金賞　賞状及び賞金　10万円　1点

○銀賞　賞状及び賞金　　5万円　2点

○銅賞　賞状及び賞金　　1万円　3点

0入選　賞状及び賞金　　3千円　3点
【応募先】

　　〒883－0192

ク

東臼杵郡東郷町大字山陰丙1374番地

　東郷町観光協会
　　　「観光写真コンテスト」係

　　　　　　　TE正0982－69－3901

豪
・
．
郷
酵
馨
霧
牧
水
顕
彰
会
か
ら
の
お
知
ら
鷺

顕
彰
会
員
募
集

あ
な
た
の
入
会
を

　
　
お
待
ち
し
ま
す

　
若
山
牧
水
顕
彰
会
は
本
年
度

か
ら
名
称
を
「
東
郷
町
若
山
牧
水

顕
彰
会
」
と
改
め
、
再
出
発
し
ま
す
。

　
我
が
ふ
る
さ
と
が
生
ん
だ
歌
人

「
若
山
牧
水
」
は
、
今
や
国
民
的
な

歌
人
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、

彼
の
歌
を
刻
ん
だ
歌
碑
が
全
国
に

2
6
0
基
を
数
え
、
今
も
、
そ
の
数

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国

的
な
牧
水
顕
彰
の
高
ま
り
と
相
ま

っ
て
、
近
年
、
多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
牧
水

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
県
に
お
い

て
も
短
歌
文
学
に
功
績
を
挙
げ
ら

れ
た
方
に
贈
る
「
若
山
牧
水
賞
」
を

創
設
す
る
な
ど
、
牧
水
の
偉
業
を

永
く
後
世
に
伝
え
て
い
く
顕
彰
活

動
が
大
き
な
広
が
り
と
充
実
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
の
牧
水
顕
彰
会
も
、
牧
水

祭
の
開
催
や
牧
水
記
念
館
の
運
営

な
ど
町
民
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様

の
ご
支
援
に
よ
り
多
く
の
成
果
を

積
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

結
成
か
ら
5
0
年
が
経
過
し
た
今
、

21

｢
紀
に
向
け
更
な
る
充
実
発
展

を
す
る
た
め
、
組
織
の
刷
新
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
牧
水
顕

彰
を
広
く
町
民
に
呼
び
か
け
、
よ

り
多
く
の
方
々
の
参
加
に
よ
る
顕

彰
活
動
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
「
会

員
制
」
を
導
入
い
た
し
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
新
し
い
「
牧
水
顕
彰

会
」
づ
く
り
を
ご
理
解
の
上
、
新
会

員
と
し
て
是
非
ご
加
入
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
会
員
の
種
別
と
会
費
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
正
会
員
】

年
会
費
　
　
1
、
0
0
0
円
（
1
口
）

【
賛
助
会
員
】

年
会
費
　
1
0
、
0
0
0
円
（
1
口
）

　
会
員
の
口
数
は
、
三
口
で
か
ま

い
ま
せ
ん
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る

難
懲
鍵

亀
欝

彦
・
ギ
暴
論
耀

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係（⑲3901まで〉

ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

　
地
元
企
業
に
就
職
希
望
の
方
と

そ
の
家
族
を
対
象
に
、
次
の
日
程

で
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
向
会
場

▽
と
　
き
　
8
月
1
4
日
（
水
）

　
　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
～
1
6
時

▽
と
こ
ろ
　
ホ
テ
ル
ベ
ル
フ
ォ
ー

　
　
　
　
ト
日
向

●
延
岡
会
場

▽
と
　
き
　
8
月
1
5
日
（
木
）

　
　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
～
1
6
時

▽
と
こ
ろ
　
延
岡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
映
画
祭

　
宮
崎
県
人
権
啓
発
協
会
主
催
の

「
夏
休
み
ふ
れ
あ
い
映
画
祭
」
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
生
誕
1
0
0
周
年

記
念
作
品
「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
」
ほ

か
全
4
本
の
映
画
が
上
映
さ
れ
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
、
ど
な
た
で

も
ご
引
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
8
月
1
1
日
（
日
）

　
　
　
　
1
3
時
～
1
7
時
0
5
分

▽
場
所
　
さ
く
ら
館
交
流
研
修
ホ

　
　
　
　
ー
ル

第
4
回
東
郷
町
ジ
ャ
ン

ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト

▽
開
催
日
及
び
時
間

8
月
3
1
日
（
土
）

　
9
時
～
1
1
時
　
搬
入

　
1
3
時
～
1
5
時
審
査

　
1
5
時
～
1
7
時
　
展
示

9
月
1
日
（
日
）

　
8
時
1
5
～
1
5
時
　
展
示

　
1
5
時
～
1
5
時
3
0
分
　
表
彰
・
講
評

　
1
5
時
3
0
分
～
1
7
時
　
搬
出

▽
場
所
　
道
の
駅
と
う
こ
う

※
搬
入
・
搬
出
は
各
自
で
行
い
、
時

　
間
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

観
光
週
間
に
つ
い
て

　
観
光
道
徳
の
高
揚
と
連
続
休
暇

の
拡
大
普
及
の
促
進
、
観
光
資
源

保
護
や
観
光
地
の
美
化
を
目
標
に
、

8
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
を
「
観
光

週
間
」
と
し
て
国
民
に
理
解
と
認

識
を
深
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　
「
出
か
け
て
み
よ
う
～
ゆ
と
り
の

心
で
美
し
い
日
本
に
感
動
」
を
統
一

標
語
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

箸
鴛め

灯

とき8月11日（日）
　　　　午後5時から（踊りは6時から）

ところ　道の駅とうこう　イベント広場

《内容》

　○町民総踊り（盆踊り・創作踊りなど）

　○和太鼓演奏（冠太鼓・山陰保育園）

　○ゆかたコンテスト

　○テント村（飲食物・物産販売など）

　☆帰省された方や町内外のみなさんへ

　　「とうこうの夏祭り」で踊りませんか！？

　☆たくさんのご参加・ご来場をお待ちしていま～す。

　　　　　　　　　　　　　　（東郷町観光’協会）

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
7
月

10

冾
ﾜ
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
坪
谷
の
海
野
　
淳
さ
ん
か
ら

（
平
さ
ん
7
4
歳
逝
去
）

◎
寺
迫
の
田
代
　
優
さ
ん
か
ら

（
智
恵
さ
ん
4
4
歳
逝
去
）

◎
黒
田
忠
義
さ
ん
か
ら

（
ケ
サ
エ
さ
ん
9
8
歳
逝
去
）

◎
仲
深
の
水
野
ア
イ
ノ
さ
ん
か
ら

（
美
鶴
さ
ん
7
6
歳
逝
去
）

　
　
今
月
の
納
税
等

町
　
県
　
民
　
税
　
二
期

国
民
健
康
保
険
税
　
三
期

介
護
保
険
料
三
期

■
瞬
＝

●

　　の⑬鵜8ご’，

　
　
（
6
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

保
護
者
主

浩
洋
志

：水σ）里σ）等量q

第2◎　薗①殿とうこう退園‘》

水φ」
第

館

般
　
寄
　
付

　
福
瀬
の
小
林
勝
己
さ
ん
、
同
じ

く
福
瀬
の
仁
田
静
子
さ
ん
か
ら
快

気
祝
い
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

1
野
　
別
　
義
　
男

水…黒

�P

�
ﾟ

田
ケ
サ
エ

海1金　1

�
ｽ

丸
　
ヒ
盛
1
松

氏
名

鷺1歳
76

黶
@
．
　
i
　
　
　
　
．
　
－

98

ﾎ

74

ﾎ

102

ﾎ 年
齢

寺：仲

乱[1田

小
野 坪

谷

小
野
出

住
所

編
集
後
記

　
8
月
号
で
は
特
集
と
し
て
「
市
町

村
合
併
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
巷
で
は
、
合
併
問
題
が
熱
を
帯
び

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
う
ち
は
・
：
と

い
う
こ
と
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
基

本
的
な
考
え
方
を
示
し
て
、
今
後
の

議
論
の
参
考
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
機
会
を
見
つ
け
て
合
併

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
台
風
の
当
た
り
年
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
天
気
情
報
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
　
　
（
M
r
．
T
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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▲「ピーマンちぎり」

下弓　落鹿の

　　　　ま黒木麻表さん臓〉

母　久美さん

○好きな食べ物は何
　ですか？

　すいか、ぶどう

○好きな遊びは何で

　すか？

　ブランコ、すべり台

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　花屋さん

蝉

寺迫　山之口の
　　　　　コモおロノ
中川　瞬くん（6歳／

父　哲治さん
母　可奈さん

○好きな食べ物は何で

　すか？

　りんご、ヨーグルト

○好きな遊びは何ですか？

　くるくるすべり台

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　消防士

更眞眞眞質頁眞賞眞

翻◎誘籐
眞賞頁質眞眞眞眞質

勢いづけて
ピョン　ピョン

　牧水公園の河川プールの

堰（せき）を越えて上流に

行こうとする若鮎発見！次

から次とピョンピョンと跳

ね上がり、激流に挑んでい

ます。飛び跳ねては流され

ての繰り返し……。

　でも、いつの日にか堰を

越えて生まれた場所へと帰

るのでしょう。

　「人間も同じだなつ！？」

養

　表
　多氏

　牧
　水
　の
敵う

崎
畷

故
郷
に
墓
を
ま
も
り
て
出
で
て
こ
ぬ

　
　
母
を
一
ぞ
お
も
ふ
夢
み
て
の
後
に

（
黒
松
）

　
こ
の
歌
は
大
正
十
四
年
夏
ご
ろ
の
作
品
で
、
　
「
夢
」
と
詞
書

さ
れ
た
母
の
夢
の
歌
十
首
中
の
一
種
で
、
第
十
五
歌
集
『
黒
松
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
歌
の
意
味
は
（
伊
藤
一
彦
著
　
命
の
破
片
よ
り
）
　
「
ふ
る
さ

と
の
坪
谷
で
墓
を
守
る
と
言
っ
て
、
沼
津
の
私
の
と
こ
ろ
に
出

て
こ
な
い
母
の
こ
と
を
思
う
。
母
の
夢
を
見
た
後
に
。
」

　
牧
水
は
大
正
十
三
年
、
父
立
蔵
の
十
三
回
忌
の
た
め
に
長
男

旅
人
を
連
れ
て
坪
谷
に
帰
っ
た
。
長
男
を
連
れ
て
帰
っ
た
の
は
、

祖
母
に
逢
わ
せ
て
や
り
た
い
思
い
の
ほ
か
に
、
母
マ
キ
を
沼
津

に
住
ま
わ
せ
る
た
め
の
口
説
き
役
で
も
あ
っ
た
。
父
の
法
事
後
、

母
を
沼
津
へ
連
れ
て
行
く
が
一
緒
に
暮
ら
す
よ
う
に
は
な
ら
ず
、

母
は
一
か
月
余
り
滞
在
し
て
坪
谷
に
帰
っ
た
。
た
だ
、
来
年
の

春
に
は
永
住
の
覚
悟
で
沼
津
に
来
る
こ
と
を
牧
水
と
の
間
で
と

り
ま
と
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
数
か
月
後
、
母
か
ら
「
坪
谷
で
姉
シ
ヅ
（
牧
水
の
姉
）

と
暮
す
」
と
の
手
紙
が
届
い
た
。
母
の
こ
と
を
考
え
て
永
住
の

家
を
建
て
る
こ
と
に
な
る
が
、
思
い
が
か
な
わ
な
く
な
っ
た
牧

水
の
心
境
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
年
老
い
た
母
を
心
配
す
る
こ
と
の
多
い
牧
水
が
母
の
夢
を
見

た
と
い
う
の
が
こ
の
一
首
で
、

な
ぜ
か
故
郷
の
母
が
思
わ
れ

て
な
ら
な
か
っ
た
牧
水
の
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う

で
あ
る
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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